
持続可能な農業への知を集める
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝで“共生のための農業”を探索する

株式会社 Tokai Innovation Institute 取締役 COO

名古屋大学 未来社会創造機構 オープンイノベーション推進室 室長・特任教授

寺野 真明



企業（社会）と大学のギャップを埋める

企業の事業戦略とアカデミアの研究成果両者に精通したプロフェッショナルが架け橋となり
イノベーションを加速させ、大学発の「知」の社会実装を促進・迅速化していきます



大学の知を社会に実装する

工学研究科

理学研究科

法学研究科

学術分野ベース

国際高等研究機構

環境学研究科

名古屋大学

社会実装の迅速化

東海国立大学機構 100％出資子会社

TII100％出資子会社

スタートアップ支援

岐阜大学

未来社会創造機構

法学研究科

名古屋大学附属病院

・モビリティ社会
・ナノライフシステム
・マテリアルイノベーション
・量子化学イノベーション

・予防早期医療創生
・脱炭素社会創造
・産学研究センター・部門

基幹研究所

超学際人材育成室

センター

FUTURE Society Studio

オープンイノベーション推進室





入り混じりを起点にイノベーションを！

◼ 人と資金を集め、知恵を絞り、手を動かしながら、社会を変える実装へ
◼ 大学プラットフォームならではアドバンテージを活かす（オープン・フラット・フェア）

・連携講座・センター
・共同研究
・学術コンサル

（大学）

パートナー
（エッジパーソン）

企業 スタートアップ研究者・学生 行政 金融

VC
インキュベーター
ソリューションパートナー

各種補助金・ファンド

GAPファンド

事業会社フロア SUPフロア

技術実証
プロトタイピング

仮説立案・検証

実装

発火点／アトリエ
（TOIS活動）

実証・テストマーケ

Stage4

Stage1

Stage2

Stage3

・ファシリテーター設置
・有識者＋異種関係者入り混じり
・3〜6ヶ月

・テクニカルリーダー（研究者）設置
・1〜2年

・プロジェクトリーダー設置
・外部資金（グラント）獲得
・2〜3年

コンサル・シンクタンク



入り混じりからテーマを共創する



2023年度“入り混じり・サロン”開催内容 ーアグリテック
【講演者】
研究者：名大8名／岐大2名
※生命農学、多元数理科学、環境学ほか
企業関係：14名
プロフェッショナル：2名

6回（1回/2月）開催、食と農の社会課題テーマを深く掘る（研究者ー実践者-企業関係者入り混じり）



サロンでの共創から生み出されるテーマ群

おいしさ

フードロス

機能性食品

都市再生
コミュニティ

共生農業

細胞利用
細胞農業

土・根・菌に注目、
地球に優しい持続可能な農業とは？

コーヒーとビール、人々が集う、“くらし”が息づくまち
生産（畑）と消費が隣接するまちとくらしを考える
人生100年の生き方、くらし方を考える

培養肉、鶏卵…、代替タンパクが変える未来
細胞を材料視点で見る取り組み

アップサイクル、そのために必要なバリューチェーンとは？
材料調達から出口（販売）までを考える

味覚から食感、フレーバーへ
そして、シーンも含めた美味しさとは？

食から取り込む心と身体の健康
（地域企業のR&D機能を担う）

（研究者）

（企業A）

（企業B）

（エッジパーゾン）

（企業C）

地域のための
R&Dセンター化

OISHISAプラットフォーム構築

温泉都市でのスモールモデル開発

大学研究農園の活用
（東郷フィールド）



共生のための農業をオープンイノベーションで探索する
大学研究農場を活用した農法・資材の開発支援



大学研究農園を活用した農法・資材の開発支援

自社の農法・資材のよさを科学的・客観的に示したい

各社、おなじような内容をPRしている。うちの農法のよさを根拠をもって訴求したい・・・

大学研究農園で科学的・客観的に評価しませんか？従来農法、他の農法との比較も可能です

大学発の『共生農業プロジェクト』におまかせください！

アカデミアのお墨付き

科学的・客観的データ

大学が管理運営する

専用フィールド

複数社の共同出資で

費用負担を軽減

大学の専門スタッフが、実験計画からサ

ンプル採取、計測・分析まで実施。農法

や資材の特徴を客観的に比較・評価し

ます。

名古屋大学生命農学研究科の東郷

フィールドに専用区画を設けました。作付

けや定植、さらには日常の水やりや草取

りなど、専門スタッフが担当します。

単独での効果評価には、手間やコストが

かかり実施が困難です。複数社の評価

を取りまとめることで、安価に・効率よく実

施が可能になりました。

（各社の機密情報は厳守いたします）



名古屋大学 東郷フィールド内試験区画

名古屋市

東郷町

愛知池

名古屋大学
東郷フィールド

地理院地図より作成プロジェクト専用区画

名古屋大学大学院 生命農学研究科
フィールド科学教育研究センター 東郷フィールド内に専用エリア
設置（2024年9月〜）

（東郷フィールド）
・尾張丘陵地帯のほぼ中央に位置
・農業・浄水・工業用水の愛知用水の調整池、愛知池横
・東京ドーム6個分（28ha）
・畑、水田、果樹園、放牧場など
・地質は洪積層の鉱質酸性土壌、礫を多くむ
・年間平均気温 15.9℃ 平均年間降水量 1,781mm



試験区画のご紹介

撮影：2023年11月20日

⚫ ３つのエリアで４反復比較試験を実施

50m

8m

⚫ エリア内で耕起・不耕起栽培畝を研究活用可能

＊対象区：耕起（慣行農法､バイオ炭投入）、不耕起（草生）をランダムに設置
＊比較試験を実施したい手法や品目、調査事項など栽培デザインにお応えします



試験区画（現状）
2025年度作に向けリニューアル

ブラソイラの後にロータリーですき込み 2段目のエリアはライ麦押し倒しの不耕起栽培エリアを残す処置

草を抑えるた混合緑肥を播種

2025年4月



評価項目・アウトプットイメージ

13

作物の品質
（農学、栄養学、医学、工学）

環境への影響
（農学、環境学）

経済性
（農学、数理科学、経済学、工学）

収穫した作物について、慣行農法と比較

して栄養成分の違いや、おいしさの違い

を明らかにします。（おいしさ評価につい

ては、現在開発中のOISHISA評価プラッ
トフォームの利用も可能です。）

⚫ 食品成分分析

⚫ おいしさ評価（主観評価、客観評価）

農法や資材を利用することによる環境へ

の影響を評価します。慣行農法や従来の

薬剤と比べて、土壌の成分や微生物・昆

虫などにどのような変化があったのかを

定量的に比較します。

⚫ 化学性分析（有機物、無機物）

⚫ 生物性分析（線虫、微生物、病原菌）

作物がおいしくても手間がかかりすぎると

継続できません。草取りや害虫駆除など

の作業量や、資材コストと生育性・収量な

どの観点から比較を行い、経済的な面か

らも農法・資材を評価します。

⚫ 生育性評価

⚫ 収量

⚫ 作業量・作業負担評価

アカデミアの様々な知見を活用した、
多面的な評価についてご相談、お手伝いします

開発資材

慣行農法

＜アウトプットイメージ＞



実施の流れ

資材・農法の効果を科学的に解明したい

自社商材がもつ特徴を、科学的に訴求したい

メカニズムの推測

→ 試験方法の提案（計測対象・手法、期間、比較方法・・・）

試験準備（土づくり、事前の環境調整）

試験中の作業（草取り・水やり、データ計測、・・・）

各種分析を実施

結果レポート作成、報告

ご相談

試験方法

検討

試験実施

分析

報告

ポイント

・客観的・科学的根拠に基づいた試験の実

施・分析をします

・フィールドの管理やサンプル採取、分析は、

プロジェクトスタッフが担当します。実施の手

間はかかりません

・試験対象の新商材や農法に関する機密は

保持し、権利関係は依頼元に帰属します。
 ※本プロジェクトにて発明するものについては、
別途協議させてください

作付け、定植・種まき



ご清聴ありがとうございました
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